
　

か
つ
て
、
食
品
の
安
全
・
安
心
問
題

に
関
係
す
る
事
件
が
連
日
報
道
さ
れ
、

食
品
の
安
全
が
極
度
に
侵
さ
れ
る
状
態

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
時
期
が
あ
っ
た
。

　

国
内
で
は
う
な
ぎ
に
代
表
さ
れ
る
産

地
偽
装
、
菓
子
等
の
内
容
の
不
公
正
表

示
等
、
い
わ
ゆ
る
食
品
の
偽
装
問
題
、

海
外
で
は
中
国
製
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
に
よ

る
中
毒
症
状
で
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ

す
よ
う
な
事
件
や
、
輸
入
牛
肉
の
Ｂ
Ｓ

Ｅ
問
題
等
話
題
に
事
欠
か
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。
食
品
で
あ
る
か
ら
直
接
人
体

の
安
全
に
関
与
す
る
だ
け
に
、
品
質
管

理
の
徹
底
が
要
求
さ
れ
る
。

　
一
方
ご
く
最
近
、
世
界
の
一
流
企
業
の

中
で
総
合
的
な
信
頼
度
に
お
い
て
群
を

抜
き
、
徹
底
し
た
顧
客
サ
ー
ビ
ス
と
、

製
造
業
の
模
範
と
な
る
品
質
管
理
体
制
、

「
安
全
の
ト
ヨ
タ
」「
品
質
の
ト
ヨ
タ
」
と

言
わ
れ
た
ト
ヨ
タ
が
、「
顧
客
対
応
」「
品

質
管
理
」
の
両
面
で
大
き
く
つ
ま
ず
き
、

世
界
中
の
消
費
者
の
疑
念
や
不
信
を
招

い
て
い
る
。
大
規
模
な
ト
ヨ
タ
事
態
は
、

会
社
内
部
の
品
質
管
理
と
危
機
管
理
問

題
に
対
し
、
日
本
国
内
は
勿
論
、
世
界

的
規
模
で
取
組
む
必
要
性
を
示
唆
し
て

い
る
。

　

日
本
の
産
業
の
強
み
で
あ
る
「
品
質
」

へ
の
信
頼
を
揺
る
が
す
現
象
で
あ
る
だ

け
に
、
企
業
は
今
こ
そ
、
品
質
管
理
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
回
は
そ
の
「
品
質
管
理
」
に
つ
い

て
数
例
の
管
理
手
法
に
触
れ
て
み
た
い
。

　

品
質
管
理
に
は
、
広
義
・
狭
義
の
意

味
が
あ
り
、
広
義
の
場
合
は
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ

ｉ
ｔ
ｙ　

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
と

称
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
管
理
）
と
し
て

の
品
質
管
理
の
こ
と
を
指
し
、
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
狭

義
で
は
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ

ｒ
ｏ
ｌ
）と
称
し
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
統
制
）

と
し
て
の
品
質
管
理
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
。

　
一
般
に
品
質
管
理
と
は
「
利
用
者
（
顧

客
）
の
品
質
要
求
事
項
を
満
た
す
製
品・

サ
ー
ビ
ス
を
経
済
合
理
的
に
製
造
あ
る

い
は
購
入
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
諸

手
段
の
体
系
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
手

段
を
用
い
て
行
わ
れ
る
品
質
統
制
活
動

の
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
る
。

　

日
本
の
生
産
現
場
で
「
品
質
管
理
」

と
言
え
ば
、
一
般
に
狭
義
の
品
質
管
理

（
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｌ
）

を
指
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
俗
に
Ｑ

Ｃ
と
言
わ
れ
、
か
つ
て
「
品
質
至
上
」

を
原
点
と
し
た
り
、
企
業
理
念
と
し
て

掲
げ
て
い
る
企
業
が
多
数
あ
っ
た
。

　

当
初
は
不
良
品
ゼ
ロ
を
目
指
す
等
の

目
的
の
品
質
管
理
活
動
（
Ｑ
Ｃ
活
動
）

と
し
て
、
製
造
業
の
現
場
に
広
く
普
及

し
た
。

　

や
が
て
現
状
生
産
活
動
の
改
善
を
目

的
と
す
る
問
題
解
決
の
手
法
と
な
り
、

製
造
現
場
の
従
業
員
が
自
発
的
に
改
善

小
集
団
（
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
）
を
編
成
し
、

職
場
の
管
理
や
改
善
を
検
討
し
、
現
場

の
生
産
性
の
向
上
を
は
か
っ
た
。

　

そ
れ
が
発
展
し
、
最
終
的
に
は
「
カ

イ
ゼ
ン
」
と
い
う
日
本
的
生
産
方
式
と

し
て
、
世
界
を
席
巻
す
る
こ
と
に
な
る
。

品
質
管
理
に
関
す
る
最
近
の
話
題

Ｑ
Ｃ
活
動

QCサークルの「カイゼン」活動
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品
質
を
管
理
し
、
不
備
や
故
障
の
な

い
製
品
を
提
供
す
る
の
は
、
企
業
と
し

て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
単
に
『
良
い

製
品
を
作
る
こ
と
』
だ
け
で
は
な
く
、『
よ

い
製
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
を
作
る
（
提
供

す
る
）
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
管
理
す
る
こ

と
』
で
あ
る
。『
よ
い
製
品･
サ
ー
ビ
ス
』

と
は
、『
顧
客
の
要
求
す
る
製
品
、
サ
ー

ビ
ス
』
を
提
供
す
る
こ
と
で
、『
お
客
さ

ん
に
満
足
し
て
も
ら
う
こ
と
【
顧
客
満

足
】』
を
目
指
す
仕
組
み
（
シ
ス
テ
ム
）

が
必
要
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
日
本
工
業
規
格
）

と
い
う
規
格
が
あ
り
、
国
際
化
の
進
ん

だ
現
在
で
は
統
一
し
た
品
質
管
理
及
び

品
質
保
証
に
関
す
る
、
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
０
で
あ
り
、
製
品
そ
の
も
の
だ

け
で
は
な
く
品
質
管
理
体
制
を
規
定
す

る
た
め
の
規
格
で
あ
る
。

　
『
よ
い
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
』

た
め
に
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
『
結
果
』

で
は
な
く
、
提
供
さ
れ
る
ま
で
の
『
プ
ロ

セ
ス
（
過
程
）』
を
重
視
し
、
結
果
に
た

ど
り
着
く
た
め
に
、
ど
う
い
っ
た
原
因

が
あ
る
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
ど
こ

に
問
題
が
あ
る
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

『
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
』
を
行
い
不
良
品
が

発
生
し
て
も
、
そ
れ
を
速
や
か
に
回
収

し
、
原
因
を
追
究
し
、
改
善
に
結
び
つ

け
る
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。『
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
く
仕
組
み
』

を
社
内
に
根
付
か
せ
、『
継
続
的
に
改
善
』

し
て
ゆ
く
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
構
築
・
運
用
も
経
営
管
理
・

品
質
管
理
手
法
の
一
つ
で
あ
る
、
と
い
う

認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

　

最
近
の
全
て
の
手
法
が
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
に
関

し
て
も
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
を
導

入
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

 
Ｐ
＝
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
計
画
）、
Ｄ
＝
Ｄ
ｏ
（
実

行
）、
Ｃ
＝
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
（
点
検
）、
Ａ
＝

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
改
善
）

　

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
Ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ
ａ

ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）
は
、
製
品
の
流
通
経
路

を
生
産
段
階
か
ら
最
終
消
費
段
階
、
あ

る
い
は
廃
棄
段
階
ま
で
追
跡
が
可
能
な

状
態
を
い
う
。
日
本
語
で
は
追
跡
（
Ｔ

ｒ
ａ
ｃ
ｅ
）
可
能
性
（
Ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）

と
も
言
わ
れ
る
。

　

製
造
業
に
お
い
て
は
、
原
材
料
調
達
・

部
品
調
達
か
ら
加
工
、
組
立
、
流
通
、

販
売
の
各
段
階
に
お
い
て
、
製
造
者
・

仕
入
先
・
販
売
元
な
ど
を
記
録
保
管
し
、

私
た
ち
が
手
に
す
る
製
造
物
の
製
造
履

歴
を
追
跡
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

目
的
と
な
る
。

　

こ
と
の
発
端
は
、
食
品
に
お
い
て
国

内
で
初
め
て
狂
牛
病
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
＝
牛
海

綿
状
脳
症
）
に
感
染
し
た
牛
が
発
見
さ

れ
、
そ
の
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、

２
０
０
３
年
農
林
水
産
省
が
導
入
し
た

「
牛
肉
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
に
、
産
地
・
流
通
経
路
と

い
っ
た
食
に
対
す
る
消
費
者
の
安
心
・

安
全
の
関
心
は
非
常
に
高
い
も
の
に

な
っ
た
。

　
一
方
製
造
業
に
お
い
て
も
、
こ
こ
数
年

ガ
ス
機
器
や
家
電
製
品
・
事
務
機
器
と

い
っ
た
一
般
製
品
に
お
い
て
、
ご
く
最
近

は
車
の
リ
コ
ー
ル
問
題
等
、
欠
陥
に
よ

る
事
故
や
不
具
合
の
発
生
の
報
道
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
品
質
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
最
終
製

品
の
一
袋
が
「
い
つ
出
荷
さ
れ
」「
い
つ

ど
の
よ
う
な
工
程
で
製
造
さ
れ
」
た
の

か
。
ま
た「
関
与
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
は
誰
」

な
の
か
「
原
料
は
ど
こ
の
何
を
使
用
し

た
」
の
か
「
生
産
者
は
誰
」
か
。「
そ
の

時
の
設
備
の
状
態
は
ど
う
だ
っ
た
か
」

「
温
度
は
？
」「
湿
度
は
？
」
な
ど
の
検

索
が
可
能
な
よ
う
に
、
各
工
程
で
の
生

産
状
況
を
全
て
工
程
ロ
ッ
ト
と
い
う
細

か
い
ロ
ッ
ト
で
管
理
す
る
。

　

同
様
に
流
通
過
程
に
も
取
入
れ
、
問

題
発
生
時
即
応
で
き
る
体
制
を
絶
え
ず

整
え
て
お
く
。

　

昨
今
、
先
進
国
で
は
消
費
構
造
が
変

わ
り
始
め
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
価

格
競
争
を
ベ
ー
ス
に
し
て
き
た
も
の
が
、

「
品
質
」
を
重
視
し
た
小
口
の
消
費
に
主

流
が
移
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
は

も
は
や
新
興
国
に
移
っ
て
お
り
、
日
本

や
先
進
国
の
企
業
が
こ
の
面
で
い
く
ら

頑
張
っ
て
も
勝
ち
目
は
な
い
。

　

先
進
国
、
特
に
日
本
は
長
年
培
っ
た

人
と
技
術
を
基
に
、「
品
質
」
で
勝
負
す

る
し
か
な
い
こ
と
を
再
認
識
す
べ
き
だ
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

布
施
光
義
）

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

ＩＳＯ9000のＰＤＣＡサイクル
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